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研究成果の概要（和文）：睡眠時ブラキシズムに対する前方誘導の影響を評価するために各種スプリント（スタ
ビライゼーションスプリントハードタイプ＆ソフトタイプ、パラタルスプリント）ならびに金属製ガイドの効果
を調査した。金属製ガイドは咬頭嵌合位で影響がなく、前方誘導面が強くなる。ベースライン、各器具装着後に
ポリソムノグラフ測定を行って効果を判定した。金属製ガイドは有効であり、咀嚼運動同様、前方誘導要素が急
なほうが、より垂直的な運動が多いことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We investigated various splints (stabilization hard &soft type, palatal 
splint) and metal guide to evaluate the influence of the anterior guidance on sleep related Bruxism 
during sleep. The metal guide does not influence at centric occlusion, and anterior guidance 
controlled strong. We performed the polysomnograph measurement after a baseline, each appliance 
wearing and judged an effect. As well as chewing motion, it was suggested that more vertical 
movements were observed where anterior guidance factor was steep. 

研究分野：歯科補綴学
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１．研究開始当初の背景 
睡眠時ブラキシズム（以下 Sleep related 
Bruxism: SB）は歯ぎしりと呼ばれ、顎口腔
系に破壊的な影響を及ぼす夜間睡眠中に発
現する異常運動として知られており、その有
病率は約 10％と言われている 1,2)。顎関節症
の増悪因子であり補綴治療、歯周治療等の予
後も大きく左右すると考えられているが、SB
と最終補綴装置の設計に大きな影響を与え
るアンテリアガイダンスとの関係は明らか
になっていない。 
SB のうち Phasic なもの（グラインディン
グ）は筋活動様式より規則的な顎運動様式を
想像させるが、実際は非常にばらつきが多い、
複雑な顎運動様相を呈している。SB は睡眠中
という反射や侵害受容の著しく低下した状
態で、何らかの中枢性のトリガーにより中枢
パ タ ー ン 発 生 器 （ central pattern 
generator: CPG）を介して臼磨運動を含む開
閉口運動が行われると考えられる。これは、
歯、特にアンテリアガイダンスにより誘導さ
れ、不特定な咬合位で閉口運動が開口運動に
反転し顎運動サイクルが完結すると考えら
れる。グラインディング同様、CPG を介して
運動が生成されると考えられている咀嚼運
動は、機能運動のひとつで顎運動は咀嚼側に
片寄った涙滴状を示す。この咀嚼運動は犬歯
に冠を装着することでグラインディングタ
イプ（側方要素の多い臼磨運動）からチョッ
パータイプ（垂直的な咬断運動）に可逆的に
変化すると報告されている 3)。また、犬歯誘
導は上下顎歯列間に大きな力が発生する機
会を減少させ、異常機能時の負荷を軽減する
と報告されている 4)が、SBに対する影響は報
告されていない。 
我々はアンテリアガイダンスを変更する
ことで咀嚼運動同様 SB の顎運動も可逆的に
変更が可能であると考えている。当医局にお
いて６自由度顎運動測定器を口腔内への装
着が可能なほど小型軽量化し、これとポリソ
ムノグラフ（Polysomnography: PSG）を同期
させることで、世界で初めて６自由度顎運動
と生体信号（脳波，眼振，筋電図など）の長
時間同時測定を可能とした（睡眠時６自由度
顎運動測定システム）5-7）。現在までにこの測
定システムを用いて、SB の筋活動・顎運動様
式と側方切歯路の関係を検討したところ、側
方切歯路と筋活動様式に相関は認められず、
側方切歯路が急傾斜であるほどグラインデ
ィング中の顎運動の垂直成分が増加する傾
向が認められた 7)。SB のトリガーや筋活動様
式は中枢により生成され、顎運動様式は末梢
要因であるアンテリアガイダンスに影響さ
れる可能性がある。 
本研究により、SB の顎運動様式の変更が可
能であれば、偏心位での過剰な咬合力から歯
や顎関節に対する悪影響を軽減させること
が可能となり、スプリントや最終補綴装置の
設計に応用可能な知見として臨床的意義は
大きい。さらに SB に対して用いられるスタ

ビライゼーションスプリントの治療効果が
短期間（数週間）で失われるのは、咬耗によ
って側方切歯路角が緩傾斜になることが原
因であるか確認したいと考えている。 
 
２．研究の目的 
SB に対するアンテリアガイダンスの影響
を検討するとともに、スプリント（メタルス
プリント：MS、スタビライゼーションスプリ
ント：SS ハードタイプ＆ソフトタイプ、パ
ラタルスプリント：PS）に与える咬合様式に
より SB の運動様式に影響を与えるか検討す
ることである。アンテリアガイダンスの変更
により運動の制御が可能であれば、偏心位で
の過剰な咬合力から顎口腔系を守ることが
可能となり、加えてスプリントや最終補綴装
置の適正な形態を明らかにできる。 
 
３．研究の方法 
６自由度顎運動を含むポリソムノグラフ
測定（通常の脳波、眼振、オトガイ筋電図に
加え、６自由度顎運動測定、咀嚼筋電図、SaO2、
呼吸曲線、心電図、指尖脈波）を行った。同
時に赤外線暗視モニタを行い，ソフトウェア
上でこれを同期した。睡眠測定は、第一夜を
馴化ならびに睡眠障害等の除外検査に用い、
その第二夜をベースラインとして評価を行
った。睡眠判定は Rechtschaffen & Kales に
したがって脳波、眼振図、オトガイ筋電図よ
り 20 秒の epoch を用いて判定した 8）。SB の
判定は両側咬筋活動を時定数60msecにてRMS
（Root Mean square）処理を行ったのち、
Okura の方法 11）を用いて判定した。 
ブラキサー群（SB の発現が睡眠時間１時間
あたり４回を超えるもの）に対して、形態と
弾性の異なるスプリントを用いて比較検討
を行った。スプリントはスタビライゼーショ
ンスプリント（SS； ハードタイプ＆ソフト
タイプ）、パラタルスプリント（PS）、メタル
スプリント（MS）の 4種類である。 
各スプリントの装着順序は被験者ごとに
ランダマイズし、装着期間は MS（3日間のセ
メント合着）を除き２週間で、その最終日に
ポリソムノグラフ測定を行う。各装着期間終
了後に Wash Out のためのインターバル（２
週間）を設けることとするため全体の実験期
間は約 4ヶ月となる。治療効果の比較はベー
スライン測定と各スプリント装着期間の最
終日の測定を用いて行った。 
 
４．研究成果 
 本年度までにベースライン測定が終了し
た 13 名（のべ 26 夜）のうち、3名（のべ 18
夜）について全ての測定項目を満たしており、
現在まで総計 44 夜のポリソムノグラフ測定
を行った（測定不備による再測定は含まな
い）。全ての測定を行うことができたのは 3
名（男性 3名：ベースライン時平均年齢 37.4
歳）であった。 
 3 名の睡眠時間は平均 5.88 時間であり、睡



眠効率は 91.95％、睡眠潜時は 4 分 5 秒、％
stage3&4 は 13.58％であり、良好な睡眠状態
であったといえる。 
 下図に睡眠時間 1 時間あたりの SB の数を
示す。 

 ベースライン時の睡眠時間1時間あたりの
SB数により、被験者 2,3は 4から 8回の mild 
bruxer、被験者 1 は 8 回以上の moderate 
bruxer に分類された。 
 被験者 2はどのタイプのスプリントを使用
しても SB 数にほとんど変化は認められなか 
ったが、それ以外の被験者は口腔内に何らか
のスプリントを装着することで SB の回数が
減少していた。ソフトタイプで最も減少した
ものが 1名、メタルスプリントで最も減少し
たものが 2名であった。一方、すべての被験
者においてスプリント装着中パラタルスプ
リントで最も SB 数が増加していた。 

 SB の持続時間に関しては、ハードタイプで
最も減少したのが 1名、ソフトタイプで最も
減少したものが 1名、メタルスプリントで最
も減少したものが 1名であった。すべての被
験者においてベースライン測定よりもパラ
タルスプリントで最も持続時間が増加して
いた。 
 
 以下に各被験者の筋活動パターンによる
SB を tonic、phasic、mix の 3種類に分類し、
その内訳を示す。 

 

 
いずれの被験者においても、スプリントの
装着によって筋活動パターンが変化してい
るのがわかる。特に被験者１においては全て
の筋活動パターンが減少しているが、そのな
かでも phasic の減少が著しい。その他の 2
名の被験者では特定の関係を認めなかった。 
 本研究では非常にばらつきの多い結果と
なったが、メタルスプリントはその他のスプ
リントと比較しても治療効果が高く、アンテ
リアガイダンスを強くすることにより SB に
対する治療効果が認められた。顎運動に関し
ても評価を行うことで、より詳細なスプリン
トの効果を明らかにすることが可能と考え
ている。将来的には各個人の特徴にあわせた
適切なスプリントの選択、最終補綴装置のア
ンテリアガイダンスの設計に応用可能な知
見が得られると考えている。 
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